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リンケージとは「つながっていること」を意味します



ごあいさつ

令和６年１月１日に発生しました能登半島地震において、犠牲
になられた方々に深く哀悼の意を表すとともに、被災された皆
さまに対し心よりお見舞いを申し上げます。
また救命・救助活動、復旧・復興にご尽力されている多くの皆
さまへ敬意を表します。
そして、一日も早く復旧・復興がなされますことを、心よりお
祈り申し上げます。

今年度、群馬県公認心理師協会様よりご推薦を賜り、令和５年
度保健事業等功労者知事表彰を受賞することができました。
これもたくさんの方々のご支援とお力添え、そして特性のこと
を私たちに教えてくださった当事者の皆さまのおかげと思って
おります。

リンケージは設立１６年目を迎え、未就学児の頃にそらまめを
ご利用されたご家族やご本人とお会いすることがあります。
「もううちの息子も中学生２年生になりました。毎日部活で元
気いっぱいです。」
「４月から大学生３年生です。おれのガクチカは雪かきボラン
ティアです。」
「将来、そらまめの先生と同じ仕事をしたいから、ボランティ
アさせてください」

発達障がいの正しい理解はとても重要です。
でも、その前に目の前の子どもたち、若者たちがご両親や祖父
母の方々から受け継いだ大切な可能性をどれほど信じ、応援で
きるか。

今回の受賞を励みに、引き続き皆さまのご支援を賜りながら、
一人ひとりの子どもや若者に向き合ってまいりたいと思います。

理事長 石川京子



たくさんの「わかった」を経験し、自己肯定感をそだてる

17名 48名
利用実数 利用実数

（児童発達支援） （保育所等訪問支援）

■ 活動内容

今年度は、一人ひとりのお子さまの認知発達を適切に理解し、「わかる世界」を広げ、成長
へとつなげるため認知発達評価である太田ステージ評価を再導入いたしました。
赤ちゃんの頃はよく食べて、ぐっすり眠って、いいウンチを出してくれるだけでハナマル。
子どもがすくすく育ってくると私たち親の期待もふくらみます。がまんできるようになって
欲しい。待てるようになってほしい。お友だちと一緒に仲良く遊んでほしい。ことばがでるよ
うになってほしい。集団活動ができるようになってほしい。
これらの行動の基礎にあるのは大人やお友だちが言ったり、示したりしていることが「わか
る」ということ。わからなければ、期待される行動ができず、時には叱られてしまいます。
ママやパパ、先生が言っていることがわかる。ちょっと待ってねの「ちょっと」というのはど
のぐらいの時間なのかがわかる。お友だちと一緒に遊ぶときのルールがわかる。ものには名前
や用途があるのがわかる。多いや少ないなどの概念がわかる。目の前にないものをイメージし
てことばでのやりとりがわかる。わかる世界（認知発達）を広げていくのは療育の大きな柱の
一つです。そらまめではすべての基礎になる「わかる」をしっかり育てていくために、ご本人
が楽しく学べる教材を使いながら、「できるかな」に取り組んでいます。

■ 次年度予定

次年度は個別療育クラスに加え、年長さんのミニ集団クラスをつくります。個別療育で
「わかる世界」を広げた子どもたちが、お友だちと一緒に作戦会議（話し合いや折り合い）
をしたり、一緒に作品（役割分担や協働作業）を作ったりしながら、一人では味わえなかっ
た「楽しい」を経験していただけるよう取り組みたいと思います。

そ ら ま め 児童発達支援未就学児



個を大切に、個に応じた支援を行う

69人 2352人 97％
利用登録人数 延べ利用人数 満足度

（2月末） （保護者様アンケート結果より）

■ 活動内容（月～金）

今年度もそらまめ２にご理解とご協力いただきまして誠にありがとうございました。
昨年の４月より、スタッフが数名加わり新しい風の入ったそらまめ２がスタートしました。
そらまめは、子どもたちの自己肯定感を伸ばしていけるよう支援を行っております。自己肯定
感を高めることは、自信への活力になります。自分を肯定し、自信を持つことは、日々の生活
が前進し、成長するための力強い支えになります。自分の強みや成功体験を認識し、自分自身
に対するポジティブなイメージを持つことが大切です。そして、小さな成功からコツコツと始
めて、段階的に目標を達成していくことで、自信を高めていくことができます。失敗や困難が
あっても、それを否定せずに少しずつ受け入れ、そこから対応方法などを学ぶことができます。
今後も子どもたちの自己肯定感が伸ばしていけるよう継続して支援を行っていきます。引き続
き、発達支援ルームそらまめ2をどうぞよろしくお願い致します。

来年度の予定
来年度はいろいろな体験ができる活動を取り入れ、五感を刺激してたくさんの感覚を活性化
できるような活動に取り組んでいきたいと思います。

そ ら ２ま め 放課後等デイサービス小学生～高校生

■ 土曜日ソーシャルスキルクラブ

1月に中高生ソーシャルスキルクラブで一風堂というラーメン屋さんに行きました。
子供達だけで席に座り、店員さんに注文ができていました。子供達の成長が伺えた瞬間でした。
5月は小学生ソーシャルスキルクラブの外出活動としてイオンモール高崎に行きました。皆で
バスに乗りスケジュール表を見ながら今日の予定の確認ができていました。店内では「何を買
おうかな？」とお昼のお金、自分のお小遣いを考えながら行動に移せていました。

今後も子供達の意見を反映しつつ季節毎の活動をおこなっていきたいと考えています。来年
度もよろしくお願いいたします。

神社でお参り イオンで買い物 プレゼント交換会



リ ン ジケ ー 就労定着支援義務教育卒業後の就職希望者
就労移行支援

就労準備性を高める支援と就労後の職場定着支援を提供

16人 1795人 100％
利用実数 延べ利用者数 今年度就労定着支援利用者の

定着率

■ 就職支援・就労定着支援
・リンケージでは今年度も少人数制・個別支援の理念のもと、個々の特性に合った職場選び
をおこなってきました。今年度もトレーニング生は、食品製造会社・IT系会社・物流会社をは
じめ、様々な業種職種に就職していかれました。また、年度中には『リンケージ就活座談会』
を今年度も実施し、現役トレーニング生が就職して働いているリンケージ卒業生の話を聞く機
会を設けました。
・就労定着支援はリンケージが力を入れていることの一つです。就職はひとつのゴールです
が、そこから安定した就労という次の道のりがはじまります。途中、上司が変わったり、職場
が移転したり、会社が統合したり…予期せぬことが起こることもあります。就労定着支援事業
では、毎月企業訪問・個別面談などを実施し、皆さんが長く安定して働けるように私たちも精
一杯サポートさせていただいています。勤務や業務について、企業の方との間に入って交渉し
たりと、皆さんが安心して働き続けられるよう日々活動しています。

■ 全体の支援

今年もスタッフ一同、トレーニング生の皆さんから様々な気づきをいただく一年でした。中で
も私たちが深くに刻んだのは、「それぞれの人が自分の価値観（＝何を大事にして生きていきた
いか）に基づいて生きていくことの大事さ」です。就職して社会で働いていくに当たって、自分
の価値に基づいて選択し生きていくことが何より自分自身の支えになる、ということを改めて実
感しました。皆さんが自分の価値に基づいて人生を選択していけるエネルギーを育むこと、自分
の価値に基づいた選択ができるよう適切な情報提供をすることを大事にし、就職や定着の際の良
き伴走者となれるよう次年度も努力してまいります。

■ 作業トレーニング
今年度も、リンケージは「模擬職場』「職場の練習」として様々な作業を提供してきました。
作業で折り紙アートやイラスト制作を「やっていて楽しい！」と思ってくれて自宅でも取り組み、
素晴らしい作品を作ってくれた方もいました（下記写真）。こうした個々人の「得意」や「好き」
は、とても価値があり、人の支えになると私たちは考えています。好きなことに関連した仕事に就
く人もいますし、好きなことは休日にやることにして全く違う仕事に就く人もいます。自分の脳や
精神が喜ぶ活動をリンケージでは大事にしていきたいと考えています。



福祉サービスのご利用や変更に関するお手伝い

258人
登録人数

（令和6年3月現在）

■ 活動内容

今年度は、相談支援専門員と相談員あわせて4名の体制でみなさまより福祉サービスの利
用を中心としたご相談をお受けいたしました。一年を通じて円滑に業務が進められたのは、
みなさまからの温かいご理解とご協力があってのことと感じております。あらためて、ここ
ろより感謝申し上げます。
さて、長く続いたコロナ禍がだんだんと明けてきましたが、やはり以前と同じ生活にとは
ならず、感染症に気をつけなければならない毎日が続いております。そんな中で年度が変わ
り、園や学校、職業、地域、そして家庭と、それぞれのあたらしい生活がはじまっていよう
かと思います。日々の生活の中で、見通しが立たなければ“不安”が生じ、その不安が続く
中で思いどおりにならないことが重なれば“不満”も生じることと思います。
そんなときは、わたしたち相談員の存在を思い出していただき、まず一度、ご連絡をいた
だけるとうれしいです。わたしたちは“答え”をもっているわけではありません。しかし、
一緒に考えることはできます。わたしたち相談員は、みなさまのあたらしい生活が希望で満
たされることを願っております。そのお手伝いをさせてください。

■ 次年度予定

次年度も引続き、高崎地域において障害に関わる相談業務の中心的な役割が担えるよう取
り組んでまいります。また、事業者内に1名、主任相談支援専門員を配置しておりますので、
引続き、みなさまにとってより生活しやすい地域づくりの視点を持ち、その責務を果たして
いきたいと思います。
また、みなさまからの相談により柔軟にご対応させていただけるよう、人員体制の充実も
図っていきたいと考えております。あわせて、昨年度に導入を開始したモニタリングの事前
フォームのようなインターネットなどを使ったICT化にもチャレンジし、もっと効率的に、
みなさまにとってもっと便利に、相談支援をご活用いただけるよう努力してまいります。

相 談 事支 援 相談支援
発達の凸凹のある
お子様から大人まで業 所

735件
計画等作成件数

（サービス等利用計画および
モニタリング報告書作成件数）



誰もがお互いの違いを知り、自分らしく暮らしていけることを願って

62件 32 件

■ 活動内容

リンケージでは設立以来、個別療育や相談、就労支援を通して子どもたちや若者の得意を伸
ばし、苦手に対する工夫を一緒に考えるお手伝いをしてまいりました。
今年度も引き続き、群馬県発達障害者支援センターより発達障害者地域支援マネジャーを拝命
し、群馬県教育委員会からは専門家チームの委託を受け、講演会や研修会で発達障がいに関す
る啓蒙活動を続けて参りました。
今年度、群馬県公認心理士協会様よりご推薦を賜り、NPO法人リンケージが令和５年度保健
事業等功労者知事表彰を受賞することができました。これもたくさんの方々のご支援とお力添
え、そして特性のことを私たちに教えてくださった当事者の皆さまのおかげと思っております。
発達障がいの正しい理解をすすめ、社会に貢献することが私たちスタッフの目指すところです。
この受賞を励みに、引き続き皆さまのご支援を賜りながら、一人ひとりの子どもや若者に向き
合ってまいりたいと思います。

■ 今後の活動

引き続き、群馬県発達障害者地域支援マネジャーとしては講演会や研修会を通して、群馬県
教育委員会の専門家チームとしては学校へのスーパーバイズを通して、発達障がいの啓蒙活動
に取り組みたいと思います。

啓 蒙 活 動 すべての人々

講演会・研修会 園・学校・支援機関等への
コンサルティング、スーパーバイズ
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